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経営学部長 髙 橋 量 一
柴田寛幸先生は，平成３０（２０１８）年３月３１日をもって，亜細亜大学経営学部経営学科を，定
年でご退職されます。柴田先生は，亜細亜大学短期大学部の発展に大いに貢献され，平成２９
（２０１７）年に亜細亜大学短期大学部名誉教授となられた後，平成２９（２０１７）年４月から経営学部
経営学科で教鞭をとられることになりました。１年間という短い間ではございましたが，大学教
員かくあるべしとのお手本をお示しいただいたことに心から感謝申し上げます。
柴田先生は，昭和４５（１９７０）年３月に明治大学商学部産業経営学科をご卒業された後，同大
学院商学研究科に進学され，修士課程，博士課程を修められました。昭和５２（１９７７）年４月に
流通経済大学経済学部専任講師，昭和５５（１９８０）年４月同大学助教授に就任された後，昭和６１
（１９８６）年４月に亜細亜大学短期大学部の前身である日本経済短期大学経営科教授に就任されま
した。
教授就任から一年半後の昭和６２（１９８７）年１０月には早くも短大部長（日本経済短期大学）と
いう要職を務められ，その後も亜細亜大学短期大学部長，教務主任，入試委員，学生委員，教務
主任補佐などの大学運営の要となる役職を務めてこられました。亜細亜大学短期大学部は，柴田
先生の並々ならぬお力添えによって成り立っていたと言っても過言ではありません。
大学教員の仕事は，学務，教育，研究だと申しますが，柴田先生は大変熱心な教育者でもい
らっしゃいました。柴田先生は亜細亜大学では短期大学部のみならず，亜細亜大学大学院経営学
研究科や経営学部，経済学部でも授業を担当しておられました。また，神奈川大学経済学部，流
通経済大学経済学部，明治大学商学部および政治経済学部，青山学院大学経営学部，敬愛大学経
済学部など多数の大学で教鞭をとられ，柴田先生の深い学識を惜しみなく学生たちに与え続けて
こられました。
柴田先生は多数の優れた教科書，研究書を執筆しておられます。昭和５７（１９８２）年には『現代
会計学入門』（共著，中央経済社）および『財務管理論』（共著，法学書院）を，昭和５８（１９８３）
年には『株式会社財務の基礎』（共著，中央経済社）を，昭和６０（１９８５）年には『比較会計制度
論』（共著，同文舘）を，昭和６１（１９８６）年には『ニュー・ドリル式実力養成演習・会計学』（共
著，東京法経学院）を，平成４（１９９２）年には『３級商業簿記問題集』（共著，税務経理協会）
を，平成７（１９９５）年には『経理・財務キャリア用語辞典』（共著，税務経理協会）を，平成１０
（１９９８）年には『簿記論基本テキスト』（共著，中央経済社）および『簿記論応用テキスト』（共
著，中央経済社）を，平成１１（１９９９）年には『入門会計学テキスト』（共著，中央経済社）を，
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平成１９（２００７）年には『コンパクト連結会計用語辞典』（共著，税務経理協会）をといったよう
に，質の高いテキストを次から次へと世に送り出してこられました。
柴田先生は平成２９（２０１７）年に「実体資本維持論と公正価値測定」（亜細亜大学短期大学部学
術研究所『経営学紀要』２４巻（第１・２合併号））を執筆され，その中で，実体資本維持論に基
づく時価主義と IFRSの公正価値測定を対比し，それらの特徴と相違を明らかにしつつ，公正価
値測定の問題点を指摘するなど，会計学の分野で最先端の研究を続けてこられた方でもありま
す。柴田先生は，学務，教育に惜しみなくお力を注がれた上で，２３本もの単著論文を執筆され
ています。
柴田先生は，学務，教育，研究，いずれの一面を見てもわれわれがお手本をすべき方でいらっ
しゃいました。
柴田寛幸先生，私どもの歩むべき道を照らしめていただき，まことにありがとうございまし
た。これからの先生のますますのご活躍とご健勝を，心より祈念申し上げます。
（平成３０年１月吉日）
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